
ＩＣＴ活用例
「ロイロノート・スクール」

群馬県立聾学校
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ロイロノート・スクールの実践
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「カード」に記入してデータ送信、発表

ロイロノート・スクールの実践
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生徒同士が「カード」で意見を共有

ロイロノート・スクールの実践
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生徒A 生徒B 生徒C

生徒D 生徒E

自分の考えをカード
にまとめてデータで
提出

リアルタイムで意見
の共有
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ロイロノート・スクールの実践

「シンキングツール」で思考を可視化
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生徒それぞれが「カード」に入力

「シンキングツール」上にカード
を置き、思考の可視化

例１



ロイロノート・スクールの実践
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シンキングツール上に「カード」を
動かして同じ意味でグループ化

「シンキングツール」で思考を可視化 例２



長期休業中の
学習計画表

ロイロノート・スクールの実践
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生徒A 生徒B 生徒C 生徒D

生徒E 生徒F 生徒G 生徒H

生徒I 教員A 教員B

生徒 生徒

＜生徒＞

学習計画表に一日の家庭学習
時間を記入
↓
タブレットで撮影
↓

撮影した画像をロイロノートス
クールを使って毎日提出

＜教員＞
学習状況をリアルタイムで把握
↓
未提出者へロイロノートで連絡



ロイロノート・スクールの効果
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After
ロイロノート・スクールの効果

• 文字を使った確実なやりとり
が可能になった。

• データ管理・ペーパーレス化の実現。

Before

• 聴覚口話や手話によっ
て、やりとりがたまにあ
いまいな部分がある。

• プリントや提出物の管理
が大変。

• ワークシート等教材準備
に時間がかかる。

• 教員間で教材の共有。授業準備時間の
短縮。
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• 聾学校は少人数なので、
様々な人の意見を聞くこ
とができない。

• 感想や意見のカードをそのままデータ
保存しておくことで、先輩の感想や意見
を参考にできる。


